
思　い　出　す　ま　ま　に

戸鴫　八千代

昭和28年岩手高校を卒業された皆様には、

今年古稀を迎えましたとのこと誠におめでと

うございます。

戦後新制中学が発足し公立の中学が新設され

ましたが、伝統ある岩手中学への志願者が大

変多く、丁度その頃大勢の受験生の中から成

績優秀な方々が難関を突破して入学された学

年だった事が、私の衰えた記憶に今でも残っ

て居ります。

戸嶋先生・・・といえば、皆様の脳裏に思

い浮かぶことは、厳しかった、怖かった・・・

とその一言に尽きると思います。確かに家庭

でも厳しい父親であり厳しい夫だったかもし

れません。昭和10年、岩手中学校に赴任し昭

和59年3月に退職となります。その間昭和

23年4月より50年10月迄寄宿舎の舎監を兼

務いたしました。その中には28年卒の方も数

名居られました。費は夏休みには運動部の合

宿所になりましたので、大変多忙な目まぐる

しい28年間でした。昭和26年2月には寮の一

部火災もございました。それから登校した後

は私が各部屋を見廻ることになりました。

前後いたしましたが在職中、昭和14年5

月、応召で北支へ出征となりましたが、昭和

18年12月解除、復職いたしますが、6ケ月

後の昭和19年6月、再び応召になりました。

二度臼は広島宇品の船舶部隊に配属されまし

たが、原爆前転属となり熊本で終戦となり昭

和20年11月復職いたしました。

退職の翌年、昭和60年11月3日に叙勲を

発刊に寄せて－

受けましたが、最後の10年間は病魔との闘い

でもありました。

私達の結婚は、昭和17年11月、一度目の

北支へ出征中（1ケ月間の休暇の際）、その頃

私の居住地奉天（現中国審陽）での軍服姿の

挙式でした。知り合ってから6年目のことで

した。

一途で寂しがりや。そして厳しさと優しさ

に支えられた56年の付き合いでした。亡くな

りましたのは丁度結婚50年目になりました

が、今年13回忌を済ませ、私も米寿を迎えま

した。

新5回生の皆々様、御健康で次回は喜寿の

会となります様お祈り致します。
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